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【⼭村再⽣担い⼿づくり事例集づくりの⽬的】 

⽮作川流域圏懇談会⼭部会は、流域の⼭の問題を「⼈と⼭村の問題」と「森林の問題」に
分けて整理しました。⽔源の森づくりを担う⼭村で過疎化と少⼦⾼齢化が進んでいるのが
「⼈と⼭村の問題」です。 

解決の⽷⼝として 2013（H25）年度から、⽮作川流域で農業、林業、林産業、定住⽀援
などの中⼭間地振興に携わる団体・個⼈の活動情報を共有し、⽣産者と消費者、農村と都市
の住⺠、関連する団体・個⼈同⼠のネットワークづくりを⽀援する「⼭村再⽣担い⼿づくり
事例集」を毎年作成しています。 
 
【取材項⽬】 
取材先団体基本データ 
活動内容 
キャッチフレーズ 
「地産地消で⽣涯現役！」（ねば杉っ⼦餅、2014 年） 
「軽トラとチェーンソーで晩酌を」（旭⽊の駅プロジェクト、2014 年） 
「まちの中の結（ゆい）」（green maman、2014 年） 
「村のおじいの⼼と体を暖める」（⽊の駅ねばりん実⾏委員会、2015 年） 
「宿泊客と地域の架け橋に」（あすけ⾥⼭ユースホステル、2015 年） 
「種まきからキッチンまで」（佐久島 Oyaoya café もんぺまるけ、2015 年） 
「ちいさなようちえん おおきなかぞく」（野外保育とよた 森のたまご、2016 年） 
「気持ちを⾔葉で伝えて、⽥舎を居⼼地の良い所にしていこう」 

（⼭⾥センチメンツ、2016 年） 
「（旧）⿃川⼩学校がある限り、コミュ⼆ティは永遠に不滅です！！！」 

（⿃川ホタル保存会、2016 年） 
会のモットー 
設⽴から現在に⾄るまで変化したこと 
連携している団体・専⾨家・⾃治体など 
⼭村再⽣や、その担い⼿づくりに関わる具体的な活動 
現在直⾯している課題 
今後やってみたいこと 
そのためにはどんな情報・⼈脈が必要か 
チームオリジナルの質問 
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【いい取材をするための⼼得、ポイントなど】 
「話し上⼿より聞き上⼿になれ。⼈の聞き落とした話を聞き出せ。⼈⽣は落ち穂拾いでいい
んだ」（⺠俗学者、宮本常⼀の⾔葉） 
いい取材者は、良質なセラピストである。 
インターネットで調べても出てこない、直接対⾯して話を聞いて初めてわかることを記録す
る。 
活動現場に近いところで話を聞く。 
語り⼿の光（⾃慢）と影（苦悩）について聞く。 
想像や思い込み、先⼊観を廃して話を聞く。 
向こうが話したいこととこちらが聞きたいことは必ず違う。⼦どものように何で？ と聞く
のが⼤事。その意味でも⽴場が違う⼈同⼠が組んで取材するといい。 
聞き⼿と話し⼿ではなく対等な⼈間関係になること、雑談が⼤事。 
聞く過程が重要なので、客観性やレポートの出来不出来にはそれほどこだわらなくてもいい。 
 
 
【事例集づくりの年間作業⼯程】 
・取材先のピックアップ、確定 
 （取材先には事例集事務局が取材対応の承諾を得る） 
・取材者の募集（流域圏懇談会メーリングリスト、事例集メーリングリスト、その他 
  関⼼を持ちそうな⼈への呼びかけ） 
・取材先と取材者のマッチング（事例集事務局） 
  取材者は事例集メーリングリスト等で取材同⾏者を募り、取材先と⽇程調整して 
  取材⽇を決める 
・取材（秋〜冬） 
・レポート執筆、編集委員会の実施 
  事前検討会、中間報告会、振り返りの会 
  取材者が他の事例集メンバーからの指摘を受け、レポートをブラッシュアップする 
  貴重な集まり 
・レポートの完成と提出 
・事例集の完成（〜全体会議） 
 
 
【2017 年度の計画】 
2013〜15 年度は、川や海の活動団体も⼀部含まれてはいるものの、基本的に中⼭間地で活
動する団体や、都市で⼭村再⽣に関わる活動を対象に取材を⾏ってきた（2016 年度は 2013
年度に取材した団体への再取材を実施）。 
 
 



 
  これまでに取材を⾏った川の活動団体 
  NPO 法⼈⽮作川森林塾、⽮作川⽔族館（以上 2015 年）、有間⽵林愛護会、⿃川 

ホタル保存会（以上 2016 年） 
 
2017 年度は取材者、取材先とも川や海の関係者を増やし、「流域再⽣担い⼿づくり事例集」
の作成をめざす。またこの活動を⼭部会だけのものとせず、部会間連携活動の⼀環とする。 
 
 
【川部会の皆さんへのご参加の呼びかけ】 

 
 

事例集の取材やレポート書きは⼀⾒⼤変そうですが、いざ実施してみると取材
そのものも、取材後の編集会議での意⾒交換も、予想以上に愉しく刺激的でした。
また、事例集づくりがきっかけとなり、取材者と取材先、取材先と懇談会、取材
者と懇談会の新しい交流が始まっています。 

⽮作川流域内では、地域の⾃然をよりよい状態にして、地域を元気にしようと、
ユニークな活動をしている⼈たちがたくさんいます。その志に触れることは、私
たち⾃⾝が⽮作川と地域をよりよいものにしようと活動するモチベーションを
⾼めてくれます。 

私たち⼭部会メンバーと⼀緒に、1 冊⽬の「流域再⽣担い⼿づくり事例集」を
作りましょう！ 






